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先週の
ブラジル株式市場

の動き

（5月15日～5月19日）

※上記グラフ・データは過去のものであり、将来の市場環境などを保証するものではありません。 （信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

5月19日時点（過去1週間＝5月12日、過去1ヵ月＝4月19日、過去3ヵ月＝2月19日との比較）、なお、休場の場合は、直前の営業日のデータを使用
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ブラジル株式市場は、ボベスパ指数で前週末比▲8.2%となり、週間ベースで5週ぶりの下落となりました。

15日（月）は、3月の経済活動指数が市場予想よりも小幅な落ち込みにとどまったことなどが好感され、上昇しました。16日（火）は、

市場予想を上回る決算を発表した電力大手が買いを集めたことなどから、続伸しました。17日（水）は、米トランプ大統領がFBI（連邦

捜査局）長官職を解任したコミー氏に対し、フリン前大統領補佐官（国家安全保障担当）を対象とした捜査の中止を求めていたとの

報道を受け、米政権運営への懸念が台頭し世界的株安の流れとなるなか、反落しました。18日（木）は、テメル大統領が、クーニャ前

下院議長への口止め料の支払いを継続するように語った音声記録が最高裁へ提出されたことに伴ない、政治リスクへの懸念が高

まり、ボベスパ指数は前日比▲8.8%と週の中で最も大きく下落しました。19日（金）は、前日の大幅安を受けて、市場が悲観的なシ

ナリオを織り込みすぎているとの見方が拡がり、反発しました。

過去1週間 過去1ヵ月 過去3ヵ月

-8.2% -1.2% -7.5%

騰落率（2017年5月19日時点）

過去1週間 過去1ヵ月 過去3ヵ月

-5.8% -1.0% -5.9%

騰落率（2017年5月19日時点）


